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　守山市は、琵琶湖の南東部に位置し、琵琶湖や野洲川の恵みに支えられ、美しい

田園風景が広がる総面積55.73㎢の自然豊かな町です。自然災害が少なく、交通

アクセスに優れ、子育てや教育環境が良い、住みやすい町でもあります。

　優良企業の立地が進み、守山駅前を中心とする中心市街地のにぎわいづくりや、湖

岸のポテンシャルを活かした活性化の動きなども進んでいます。こうした前向きな動きや、

守山を「伸ばす」施策、市民に「寄り添った」施策の充実により、10年後、20年後を見据え、

人・自然・琵琶湖、みんなが幸せなサステナブルなまちづくりを進めています。

【背景写真：比良山系を臨む菜の花畑】
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特
定
健
診
受
診
率
向
上
の
取
組
と
し
て
、
通

知
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
年
３
回
、
電
話
に
よ
る

受
診
勧
奨
を
年
１
回
行
って
い
ま
す
。
通
知
に

よ
る
受
診
勧
奨
と
し
て
、
２
回
は
ナ
ッジ
理
論
を

活
用
し
た
受
診
勧
奨
を
行
って
い
ま
す
。
市
が

委
託
し
た
事
業
者
の
A
I
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
健
診
対
象
者
を
定
期
受
診
者
、
不
定
期

受
診
者
、
未
経
験
者
の
３
種
類
に
分
け
、
定
期

受
診
者
と
不
定
期
受
診
者
を「
頑
張
り
屋
さ
ん
」

「
心
配
性
さ
ん
」「
甘
え
ん
坊
さ
ん
」「
面
倒
く

さ
が
り
屋
さ
ん
」の
４
パ
タ
ー
ン
に
分
け
、
さ
ら

に
優
先
順
位
を
つ
け
、
効
果
が
見
込
め
る
方
に

タ
イ
プ
別
の
通
知
を
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
に
つ
い
て

昨
年
度
は
、
過
去
に
市
の
生
活
習
慣
病
発

症
・
重
症
化
予
防
対
策
事
業
の
対
象
に
な
っ
た

方
で
、
当
年
度
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
て
い

な
い
方
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。
対
象
者

5
0
1
人
の
う
ち
、
電
話
番
号
の
わ
か
る
人

3
6
9
人
に
電
話
を
か
け
、
２
１
６
人
に
お

話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

健
診
未
受
診
の
理
由
を
聞
く
と
、
40
～

50
歳
代
の
方
は
「
時
間
の
都
合
が
つ
か
ず
忙

し
い
」
が
多
く
、
60
～
70
歳
代
の
方
は
「
通

院
中
で
あ
る
た
め
」
が
多
か
っ
た
で
す
。
70

歳
代
で
は
「
健
康
と
思
っ
て
い
る
か
ら
受
け
る

必
要
が
な
い
」
と
い
う
方
も
多
か
っ
た
で
す
。

　
「
あ
な
た
の
体
が
心
配
で
す
。」「
健
診
の
受
診

券
の
期
限
が
迫
って
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
受
け
て
く

だ
さ
い
。」
と
い
う
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
電
話
が
つ
な
が
っ
た
方
か
ら
は
「
ご
親
切

に
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。」「
健
診
の
こ
と
を
忘

れ
て
い
た
の
で
、こ
れ
か
ら
行
き
ま
す
。」
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
今
年
度
は

１
～
２
月
ご
ろ
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
の
受
診
率
は
43.
7
％
（
令
和
５
年

度
法
定
報
告
値
）
で
、
健
診
受
診
率
向
上

の
取
組
は
引
き
続
き
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
診
状
況
の
分
析
結
果
か
ら
、
当
市
は
通

院
中
で
健
診
未
受
診
の
方
の
割
合
が
全
国
の

他
の
自
治
体
よ
り
少
な
く
、
本
市
の
特
徴
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
不
定
期
受
診
の
方
へ

の
取
組
も
手
厚
く
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▲「かしこく生かそう 健診結果」リーフレット
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不
定
期
受
診
の
方
は
、
た
ま
た
ま
健
診
を

忘
れ
て
い
た
り
、
忙
し
く
て
後
回
し
に
な
っ
て

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
方
の
背
中
を
勧
奨
に
よ
っ
て
そ
っ
と
押
す

こ
と
で
、
不
定
期
受
診
者
を
定
期
受
診
化

し
、
健
診
受
診
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
は

57.
6
％
（
令
和
５
年
度
法
定
報
告
値
）
で
、

国
の
目
標
値
で
あ
る
60
％
ま
で
あ
と
2.4
％
で

あ
り
、
健
診
受
診
率
向
上
と
併
せ
て
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
。

▲熱心に説明を聞いてくださる市民の方

糖
尿
病
発
症
・

重
症
化
予
防
の
取
組

　

本
市
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を
作
成
す
る

中
で
、
非
肥
満
者
で
血
糖
値
が
高
い
方
が
他

市
町
よ
り
多
く
、
糖
尿
病
の
指
標
の
ひ
と
つ

で
あ
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１ｃ
の
有
所
見
率
も
県
内
で

上
位
（
男
性
２
位
、
女
性
１
位
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
始
め
た
事
業
に
な
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
糖
尿
病
対
策
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
糖
尿
病
発
症
予
防
、
ス
ト
ッ
プ
糖

尿
病
大
作
戦
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
発
症
予
防
は
、
非
肥
満
で
糖
尿

病
の
発
症
リ
ス
ク
の
あ
る
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
5.6
～

6.5
％
の
方
を
対
象
に
糖
尿
病
に
関
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
個
別
に
送
付
し
、
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望
さ
れ
る
方
に

は
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
ッ
プ
糖
尿
病
大
作
戦
は
、
今
年
度
か

ら
の
新
規
事
業
で
す
。
特
定
健
診
の
結
果

Ｈ
ｂ
Ａ
１ｃ
6.0
～
6.9
％
の
方
を
対
象
に
、
相

談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
早
期

の
段
階
で
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
を
持
つ
こ
と
で
、
糖
尿
病
重
症
化

予
防
に
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
個
別
相
談
を
実
施
し

た
方
に
は
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

食
育
の
取
組

30
～
50
歳
代
の
働
き
世
代
や
健
康
無
関

心
層
な
ど
を
対
象
に
、
行
動
変
容
を
促
す

し
か
け
と
し
て
、
休
日
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で「
推
定
野
菜
摂
取
量
測
定
イ
ベ
ン
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
６
月
か
ら

令
和
７
年
２
月
ま
で
の
間
で
計
５
日
間
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
推
定
野
菜
摂
取
量
の
測

定
と
、
健
康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
い
た
だ
い
た
方
に
年
齢
と
当
日
の
測
定

値
の
合
致
点
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
、
当

日
の
野
菜
摂
取
量
を
「
見
え
る
化
」
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
産
学
官
連
携
し
た
食
育
の
取
組

と
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
園
給
食

を
中
心
に
食
育
の
推
進
を
図
る
予
定
で
す
。

　

龍
谷
大
学
の
食
品
栄
養
学
科
の
ゼ
ミ
に

依
頼
し
て
、
保
育
園
の
給
食
レ
シ
ピ
を
考
え

て
い
た
だ
き
、
園
給
食
で
提
供
す
る
予
定

で
す
。

　

昨
年
度
「
第
３
次
健
康
も
り
や
ま
２１
」 ▲説明内容に興味津々の子どもたち

▲「血糖値が気になる人の改善ダイアリー」リーフレット

「定期的に歯科医院に行っていますか？」チラシ▲

　

ま
た
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
人

間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
用
の
助
成
や
骨
密
度
検

査
費
用
の
助
成
も
実
施
し
、
保
健
事
業
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。



12滋賀の国保 2024 年 11 月●

を
策
定
し
、「
自
然
に
健
康
に
な
れ
る
環
境

づ
く
り
」
と
い
う
視
点
を
新
た
に
追
加
し

ま
し
た
。
普
段
ど
お
り
の
生
活
を
す
る
だ

け
で
健
康
に
な
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
環
で
、
自
然
に
健

康
に
な
れ
る
運
動
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市

の
庁
舎
の
階
段
踊
り
場
に
、
本
市
の
特
産

品
と
階
段
を
上
が
っ
た
時
に
消
費
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
等
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

歯
科
保
健
の
取
組

　

今
年
度
40
歳
、
50
歳
に
到
達
す
る
方
に
、

歯
科
健
診
の
無
料
ハ
ガ
キ
（
ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
）

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

50
歳
の
方
の
健
診
無
料
化
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
折
り
返
し
地
点
で
の
健
康

チ
ェッ
ク
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

５
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の

50
歳
の
歯
科
健
診
受
診
者
は
0
人
で
し
た

が
、
令
和
５
年
度
は
1
2
6
人
に
増
え
ま

し
た
。
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
50
歳
到
達
者

に
、
歯
科
健
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
と
一
緒
に
が
ん

検
診
な
ど
市
が
実
施
す
る
健
（
検
）
診
の
受

診
勧
奨
、
セ
ル
フ
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
を
記
載
し

た
「
50
歳
節
目
到
達
健
康
チ
ェッ
ク
」
の
通

防
煙
教
育
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
診

本
市
は
、
喫
煙
が
主
な
原
因
で
あ
る
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
で
の
死

亡
比
が
高
く
、
喫
煙
率
も
県
よ
り
高
い
状

況
で
あ
る
た
め
、
小
中
学
生
の
防
煙
教
育
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

防
煙
教
育
で
は
、
健
康
推
進
員
と
市

内
の
小
中
学
校
を
回
っ
て
い
ま
す
。
健

康
推
進
員
に
は
、
小
学
校
で
は
紙
芝
居

を
使
い
な
が
ら
、
中
学
校
で
は
ク
イ
ズ

形
式
で
啓
発
を
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後

に
市
の
保
健
師
な
ど
か
ら
話
を
し
て
い

ま
す
。
防
煙
教
室
を
市
と
健
康
推
進
員
、

学
校
が
協
働
し
て
実
施
し
て
い
る
の
が

本
市
の
特
徴
で
す
。
学
校
で
学
ん
だ
こ

と
を
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
家
族
と
会
話

を
し
て
も
ら
え
た
ら
と
保
護
者
向
け
の

資
料
も
渡
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
検
診
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
や
肺
が
ん

　

そ
の
他
、
運
動
啓
発
の
取
組
と
し
て

「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｕ
」
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
募
集
し
、

採
用
さ
れ
た
コ
ー
ス
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
ー
Ｔ
Ｅ
Ｋ

Ｕ
」
で
公
開
予
定
で
す
。
ま
た
、1,
0
0
0

ポ
イ
ン
ト
獲
得
者
向
け
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
実

施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。「
Ｂ
Ｉ
Ｗ
Ａ
ー
Ｔ
Ｅ

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
歯
科
の
取
組
に
力
を
入
れ
て
い
て
、

特
定
健
診
受
診
者
へ
の
結
果
返
却
時
や
、
介

護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
保
険
証
発
送

時
、
介
護
認
定
結
果
通
知
な
ど
の
個
別
通

知
の
際
に
、
歯
科
保
健
の
チ
ラ
シ
を
同
封
し

て
啓
発
し
て
い
ま
す
。

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
、
呼

吸
器
疾
患
の
重
症
化
や
肺
が
ん
に
よ
る
死

亡
を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。
60
、
65
、
70
、
75
歳
の
方
を
対

象
に
、
質
問
票
を
送
付
し
、
質
問
票
の
採

点
の
結
果
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
リ
ス
ク
が
高
い

と
判
定
さ
れ
た
方
に
受
診
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

▲「今年度50歳を迎えるあなたへ」通知

▲「初めての健康づくりの冒険」リーフレット ▲「COPD検診は5年に1回の検診です」ポスター

Ｋ
Ｕ
」
の
賞
品
応
募
に
は
、
40
歳
以
上
は
特

定
健
診
受
診
が
必
須
要
件
で
あ
る
の
で
、
健

診
受
診
率
向
上
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。



市市市市市市市町町訪訪訪訪訪問問問問

い き い き 元 気 な
ま ち づ くり

13 ●滋賀の国保 2024 年 11 月

守
山
市
の
魅
力
・

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

環
境
学
習
都
市
も
り
や
ま
　

も
り
や
ま
エ
コ
パ
ー
ク

　
も
り
や
ま
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
新
環
境
セ

ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い
、市
民
に
愛
さ
れ
、

市
民
の
環
境
・
健
康
・
交
流
を
育
む
活
動

拠
点
と
し
て
令
和
３
年
に
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
施
設
に
は
、
温
水
プ
ー
ル
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ジ
ム
、
交
流
・
学
習
コ
ー
ナ
ー
等

が
あ
る
交
流
拠
点
施
設
に
加
え
、バ
ラ
園
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
、
複
合
遊
具
の

あ
る
遊
び
の
広
場
を
整
備
し
、
幅
広
い
世

代
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
守
山
へ
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
取
組

　

最
後
に
、
働
く
人
へ
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に

関
す
る
啓
発
と
し
て
、
不
眠
症
状
に
着
目

し
た
う
つ
啓
発
の
推
進
、
歯
科
保
健
で
紹

介
し
た
50
歳
節
目
到
達
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
配
布
を
し
て
、

う
つ
の
啓
発
を
し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
気

に
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
に
「
睡
眠
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
い
ま
す
。
ポ
ス

タ
ー
は
９
月
～
３
月
ま
で
、
駅
や
自
治
会
の

掲
示
板
に
掲
示
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲すこやか生活課の皆さん「昨年完成した新庁舎前にて、市民の健康生活のために！」

　

悩
み
を
抱
え
る
方
が
相
談
窓
口
を
見
つ

け
や
す
い
よ
う
に
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に

２
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
つ
け
、
相
談
窓
口
の

紹
介
を
し
て
い
ま
す
。

▲野洲川冒険いかだ下り（2023年撮影）

「最近、ちゃんと眠れていますか」チラシ▲

▲「すこやかもりやま」リーフレット

野
洲
川
冒
険
大
会

ー
い
か
だ
く
だ
り
ー

　
「
野
洲
川
冒
険
大
会
ー
い
か
だ
く
だ

り
ー
」
は
、
手
作
り
い
か
だ
で
野
洲
川
を

約
2.1
ｋ
ｍ
く
だ
る
も
の
で
す
。
令
和
6

年
7
月
7
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た

第
43
回
大
会
で
は
、
守
山
市
や
滋
賀
県
内

だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

参
加
者
が
あ
り
、
家
族
や
仲
間
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。
次
回
の
大
会
に
み
な
さ
ん
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
⁉ 



　国保連合会では、国民健康保険料（税）納付強調月間および完納月間の収納率向上

対策として、ポスターの作成をはじめ、びわ湖放送でのテレビコマーシャル、エフエ

ム滋賀でのラジオコマーシャルなどを行い保険料（税）の納付意識の啓発に取り組ん

でいます。

国民健康保険料（税）納付強調月間・国民健康保険料（税）完納月間ポスター

１１月１日から１２月３１日は
国民健康保険料（税）納付強調月間

３月１日から５月３１日は
 国民健康保険料（税）完納月間です。
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地域包括医療・ケアでの地域の「絆」をより強く
～地域医療学会発祥の地「イーハトーブ」から未来へ発信～
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開
会
式
で
は
、
学
会
長
で
あ
る
磯
﨑

一
太
氏
（
岩
手
県
:
洋
野
町
国
民
健
康
保

険
種
市
病
院
長
）
か
ら
、
昭
和
29
年
に
開

催
し
た
岩
手
県
内
直
診
医
師
懇
談
会
を
経

て
、
初
め
て
「
地
域
医
療
」
を
冠
し
た
岩

手
県
地
域
医
療
研
究
会
が
発
足
し
た
こ
と

や
、
岩
手
県
の
交
通
ア
ク
セ
ス
や
医
師
不

足
な
ど
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
つ
い
て

の
苦
難
の
歴
史
に
も
触
れ
、
そ
の
よ
う
な

環
境
下
で
沢
内
村
（
現
西
和
賀
町
）
が
豪

雪
、
貧
困
、
多
病
・
多
死
と
い
う
悪
条
件

の
中
、
全
国
で
初
め
て
乳
児
死
亡
ゼ
ロ
を

達
成
し
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
現
在
の
地
域

医
療
学
会
の
礎
と
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
学
会
の
日
程
と
し
て
、
２
題

の
特
別
講
演
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
午

後
か
ら
の
国
保
直
診
開
設
者
サ
ミ
ッ
ト
、

地
域
医
療
交
流
会
、
そ
し
て
翌
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
会
員
宿
題
報
告
、
４
つ
の

　１０月４日（金）、５日（土）、岩手県のアイーナ（いわて県民情報交流センター）において第６４回全国国保地域
医療学会が開催されました。全国から国保診療施設関係者など、滋賀県からの参加も含めた約1,100人が
参集し、研究発表や意見交換、交流を行いました。

第64回 全国国保地域医療学会

地域包括医療・ケアでの地域の「絆」をより強く
～地域医療学会発祥の地「イーハトーブ」から未来へ発信～

開会の言葉を述べる磯﨑一太学会長
（岩手県地域医療研究会 （国保診療施設協議会）会長、岩手県：洋野町国民健康保険種市病院長）

セ
ミ
ナ
ー
と
５
つ
の
専
門
部
会
、
さ
ら
に

２
４
９
題
の
研
究
発
表
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
さ
れ
、「
こ
の
成
果
や
取
り
組
み
を
各
施

設
に
持
ち
帰
り
実
践
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
開
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

第
１
日
目
の
特
別
講
演
で
は
、
岩
手
県

一
関
市
病
院
事
業
管
理
者
で
前
岩
手
県
地

域
研
究
会
会
長
の
佐
藤
元
美
氏
よ
り
「
国

保
地
域
医
療
学
会
の
礎
～
岩
手
県
地
域
医

療
研
究
会
の
歩
み
」
と
題
し
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
有
志
の
先
生
方

に
よ
る
直
診
医
師
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
直
診
医
師
の
組
織
化

の
模
索
が
始
ま
り
、
の
ち
に
「
岩
手
県
地

域
医
療
研
究
会
」
と
命
名
さ
れ
、
そ
れ
以

降
、
春
季
に
医
療
問
題
の
勉
強
会
を
、
秋

季
に
各
市
町
村
・
各
診
療
施
設
で
の
医
療

保
健
活
動
の
ま
と
め
を
発
表
す
る
機
会
と

し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
国
保
直
診
開
設
者
サ
ミ
ッ

ト
で
は
、「
国
保
直
診
の
課
題
に
つ
い
て

市
町
村
長
と
と
も
に
語
ろ
う
」
を
テ
ー
マ

に
、
４
人
の
発
言
者
か
ら
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

鈴
木
重
男
岩
手
県
葛
巻
町
長
は
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
推
進
の
取

組
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
葛
巻
病
院
を
は

じ
め
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
、
子
ど



16滋賀の国保 2024 年 11 月●

第64回 全国国保地域医療学会
第64回 全国国保地域医療学会第64回 全国国保地域医療学会

閉会挨拶を述べる小野会長
（全国国民健康保険診療施設協議会会長、秋田県：市立大森病院長）

次回の全国国保地域医療学会長である高垣有作氏
（和歌山県：国保すさみ病院顧問）へ国診協旗が引き継がれました。

第65回全国国保地域医療学会
の開催地は和歌山県です

【会期】
令和７年１０月３日（金）・４日（土）

【会場】
和歌山城ホール

ダイワロイネットホテル和歌山

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町
民
が
と
も

に
支
え
合
う
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
の
施
策
を
展
開
し
、
安
心
し
て
生
活
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

内
紀
和
彦
岩
手
県
西
和
賀
町
長
は
、
子

供
か
ら
大
人
ま
で
全
世
代
を
診
療
で
き
る

体
制
の
堅
持
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、「
財
政

的
な
面
や
人
材
確
保
の
面
で
厳
し
さ
が
増

し
て
き
て
い
る
が
、
町
民
全
体
が
町
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
と
の
意
識

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
日
々
取
り
組
み
、

さ
わ
う
ち
病
院
と
よ
り
連
携
を
深
め
病
院

の
発
展
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

小
澤
幸
弘
神
奈
川
県
三
浦
市
立
病
院
総
病

院
長
か
ら
は
、
平
成
19
年
か
ら
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
対
応
す
べ
く
自
院
内
の
体
制

を
整
え
て
き
た
こ
と
に
触
れ
ら
れ
、「
や
は

り
最
も
必
要
な
も
の
は
地
域
包
括
ケ
ア
を
支

え
る
医
療
人
材
の
育
成
で
あ
る
。
今
年
、
神

奈
川
県
に
よ
る
「
か
な
が
わ
地
域
看
護
師
養

成
事
業
」
の
事
業
化
が
決
ま
り
、
こ
の
事
業

は
地
域
内
の
異
な
る
施
設
間
で
の
人
材
交
流

を
行
い
、
地
域
の
医
療
や
福
祉
を
学
ぶ
こ
と

で
、
自
施
設
の
役
割
を
理
解
し
施
設
間
の
連

携
に
強
い
、
地
域
医
療
構
想
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
看
護
師
を
育
成
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
宇
佐
美
哲
郎
大
阪
府
能
勢
町

国
民
健
康
保
険
診
療
所
長
か
ら
、
大
阪
大

学
と
オ
ム
ロ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
と
の
産
学

官
連
携
で「
能
勢
町
健
康
長
寿
事
業
」=「
能

勢
健
康
長
寿
研
究
」
=
「
の
せ
け
ん
」
を

展
開
し
て
い
る
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
40
歳
以
上
の
住
民
に
家
庭
血
圧

計
を
配
布
し
、
毎
日
朝
と
夜
の
家
庭
血
圧

を
測
定
し
て
血
圧
手
帳
に
記
入
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
健
康
寿
命
延
伸
効
果
や
認
知

症
予
防
効
果
が
得
ら
れ
な
い
か
を
検
証
す

る
、
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い
大
規
模
な

介
入
研
究
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、「
こ

の
「
の
せ
け
ん
」
を
足
掛
か
り
に
、「
健
康

な
ま
ち
能
勢
」
に
繋
が
る
保
健
事
業
を
展

開
し
、
医
療
や
福
祉
と
連
携
し
た
ま
ち
づ

く
り
へ
と
繋
げ
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

第
２
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
高
齢
・

人
口
減
社
会
に
お
け
る
過
疎
地
で
の
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
あ
り
方
～
国
保
直
診
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

～
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
行
わ
れ

て
い
る
取
組
に
つ
い
て
、
登
壇
者
か
ら
の

発
表
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

閉
会
式
で
は
、
全
国
国
民
健
康
保
険
診

療
施
設
協
議
会
の
小
野
会
長
か
ら
、「
素
晴

ら
し
い
企
画
で
大
変
充
実
し
た
内
容
で
し

た
。
学
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
お
支

え
い
た
だ
い
た
３
名
の
副
会
長
、
国
保
連

合
会
の
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
来
年

の
学
会
で
も
成
果
の
発
表
を
行
い
、
交
流

を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
診
協
旗
引
継
と
し
て
、
第

64
回
学
会
磯
﨑
一
太
会
長
か
ら
国
診
協
小

野
会
長
へ
旗
が
渡
さ
れ
、
小
野
会
長
か
ら

第
65
回
学
会
高
垣
有
作
会
長
へ
引
き
継
が

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
65
回
学
会
高
垣
有
作
会
長
か

ら
「
次
回
の
第
65
回
全
国
国
保
地
域
医

療
学
会
は
「
人
口
減
少
地
域
の
生
活
を
守

る
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
～
よ
み
が
え
り

の
地　

紀
州
・
熊
野
か
ら
～
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
同
時
期
に
開
催
さ

れ
て
い
る
大
阪
万
博
の
こ
と
に
も
触
れ
ら

れ
、
参
加
者
を
大
歓
迎
す
る
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
間
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
２
０
０
題
を
超
え
る
口
演
発
表
、
ポ

ス
タ
ー
発
表
な
ど
の
研
究
発
表
や
、
各
セ

ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
か
ら

は
口
演
発
表
８
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
の
後
、
全
国
国
民
健
康

保
険
診
療
施
設
協
議
会
会
長
表
彰
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
滋
賀
県
か
ら
２
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
被
表
彰
者
お
よ
び
発

表
者
の
演
題
は
、
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と

お
り
で
す
）。

座長・研究発表一覧（滋賀県内関係者）




